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市
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フ
ォ
ー
ラ
ム
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催催催催催催催催催催
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開
催
の
お
知
ら
せ

町町
田田
市市
廃廃
棄棄
物物
減減
量量
等等
推推
進進
審審
議議
会会

「「
ごご
みみ
のの
有有
料料
化化
」」のの
答答
申申（（
案案
））にに
つつ
いい
てて
おお
知知
らら
せせ
しし
まま
すす

　

市
で
は
昨
年
６
月
に
「
家
庭
ご
み
等

の
費
用
負
担
の
あ
り
方
（
ご
み
の
有
料

化
）
に
つ
い
て
」
を
町
田
市
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会
（
以
下
、
審
議
会
）

に
、
諮
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
審
議
会
で
は
９
回
の

会
議
と
有
料
化
実
施
市
へ
の
視
察
等
を

行
い
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
「
町
田
市

に
お
い
て
は
家
庭
ご
み
の
有
料
化
が
必

要
で
あ
る
が
、
そ
の
効
果
が
十
分
に
発

揮
さ
れ
る
た
め
に
は
、
適
切
な
制
度
設

計
や
市
民
へ
の
十
分
な
普
及
啓
発
等
が

不
可
欠
で
あ
る
」
と
の
認
識
に
至
り
、

以
下
の
通
り
答
申
（
案
）
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

【
答
申
（
案
）
の
概
要
】

　

現
在
の
町
田
市
の
ご
み
処
理
に
お
い

て
は
、
以
下
の
課
題
が
存
在
し
ま
す
。

○
ご
み
排
出
量
の
総
量
が
、
ほ
ぼ
一
貫

し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。

○
１
人
当
た
り
の
家
庭
ご
み
・
資
源
総

排
出
量
は
、
１
９
９
８
年
度
を
ピ
ー
ク

と
し
て
こ
こ
数
年
は
減
少
し
て
い
た

が
、
２
０
０
２
年
度
に
お
い
て
は
増
加

に
転
じ
て
い
る
。

○
２
０
０
０
年
度
ま
で
は
順
調
に
資
源

化
率
を
伸
ば
し
て
き
た
が
、
こ
こ
２
年

間
は
低
下
し
て
い
る
。

○
最
終
処
分
先
を
市
外
（
日
の
出
町
の

三
多
摩
地
域
廃
棄
物
広
域
処
分
場
）
に

依
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
残
余
年
数
が

限
ら
れ
て
い
る
上
に
、
新
た
な
最
終
処

分
場
の
整
備
も
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

町
田
市
に
お
い
て
は
従
来
よ
り
資
源

の
分
別
収
集
、
ご
み
分
別
の
徹
底
や
減

量
化
へ
の
呼
び
か
け
等
各
種
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
手
法

に
よ
る
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
は
限
界
に
き
て
い
る
。
そ
の
な
か

で
、
ご
み
に
対
す
る
市
民
の
意
識
改
革

を
生
み
出
す
取
り
組
み
と
し
て
ご
み
の

有
料
化
の
導
入
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

家
庭
ご
み
の
有
料
化
と
は
、
排
出
量

に
応
じ
た
ご
み
処
理
手
数
料
を
徴
収
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ

ク
ル
の
意
識
を
高
め
、
ご
み
の
発
生
抑

制
を
図
ろ
う
と
い
う
手
法
で
あ
り
、
実

施
し
て
い
る
多
く
の
自
治
体
で
は
、
有

料
化
に
よ
る
ご
み
排
出
量
削
減
・
リ
サ

イ
ク
ル
量
増
加
等
の
効
果
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。

　

町
田
市
に
お
い
て
も
、
厳
し
い
ご
み

処
理
情
勢
を
踏
ま
え
、
市
民
の
意
識
改

革
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の
強
力

な
推
進
、
公
平
な
ご
み
処
理
費
用
の
負

担
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
目
的
に
、
有
料

化
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
有
料
化
に
よ
る
効
果
が
発

揮
さ
れ
る
た
め
に
は
、
適
切
な
制
度
設

計
と
運
用
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
制
度
内
容
に
基

づ
き
有
料
化
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

①
有
料
化
の
対
象
範
囲

《
収
集
対
象
物
》

・
「
可
燃
ご
み
」
「
不
燃
ご
み
」
に
つ

い
て
は
、
減
量
化
推
進
の
た
め
に
有
料

と
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
「
資
源
」
（
ビ
ン
、
カ
ン
、
古
紙
、

古
着
）
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
の
観
点
か
ら
従
来
ど
お
り
無
料
と
す

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

《
減
免
措
置
》

　

社
会
的
弱
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
に
取
り
組
む
市
民
に
対
し
て
、
手
数

料
の
減
免
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。

分 析 試 験 成 績 書
サンプル（検体）残　留

基準値
農薬種類
分析試験 ＤＣＢＡ

検出限界：０．０１ppm
ガスプロマトグラフ
質量分析法

検出せず 

検出せず 

検出せず検出せず

２ppm
以下

クロロタ
ロ ニ ル
（殺菌剤）

検出限界：０．０５ppm
液体クロマトグラフ
質量分析法

０．０９
ppm

１０ppm
以下

イプロジ
オン（殺
菌 剤 ）

検出限界：０．０１ppm
ガスプロマトグラフ
質量分析法

検出せず ３ppm
以下

プロシミ
ドン（殺
菌 剤 ）
※・試験依頼先（財）日本食品分析センター、試験成績書発行年月日：２００３年
　９月８日試験成績書発行番号　第５０３０８０４７５号－００１～００４
　・残留基準値：食品衛生法に定める値 
　・ppm：１００万分の１の割合を表すもの

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、
市
内

で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中
小
企
業
者

が
事
業
資
金
や
開
業
資
金
を
調
達
す
る

た
め
、
市
と
取
扱
金
融
機
関
と
の
提
携

及
び
信
用
保
証
機
関
の
協
力
に
よ
り
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　

取
り
扱
い
は
次
の
金
融
機
関
の
町
田

市
内
に
あ
る
支
店
で
行
っ
て
い
ま
す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横
浜
・

三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京
都
民
・
り

そ
な
・
東
日
本
の
各
銀
行
、
城
南
・
横

浜
の
各
信
用
金
庫
、
町
田
市
農
業
協
同

組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の
審
査

に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

町 田 市
中小企業
融資制度

※バリアフリー化整備資金、環境改善整備資金及び緊急資金は他の資金と重複して申し込みができます。融資資格確認書を発行しますので、事
前にご相談下さい。
※この制度は、信用保証機関（東京信用保証協会）の保証が必要です。また、信用保証機関の指示により上表の他に保証人を要することもあります。
※信用保証料の１／２（バリアフリー化整備資金及び環境改善整備資金は全額）を融資時に補助します。また利子については（　）内の利率に
よる額を年２回に分け補助します。

町 田 市 中 小 企 業 融 資 制 度 概 要
保証人融資期間・返済方法融資利率融資限度額融資の種類

法人は代
表者個人
の連帯保
証が必要

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済年利２．２％（１．５％）
１，０００
万円

運 転 資 金
７年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済設 備 資 金

７年以内（１２か月の据置期間を含む）割賦返済年利１．８％（１．８％）バリアフリー化整備資金
環境改善整備資金

年利２．０％（１．５％）開 業 資 金

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済５００
万円

緊 急 資 金
年利２．２％（１．５％）小規模企業特別資金

ご利用下さい

消費生活センターから

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

②
収
集
方
法
等

《
収
集
方
法
》

　

有
料
化
を
実
施
し
た
場
合
、
ご
み
排

出
の
ル
ー
ル
違
反
が
増
加
す
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
排
出
者
の
責
任
を
明
確
化

し
、
有
料
化
と
併
せ
て
ご
み
減
量
効
果

を
高
め
る
た
め
に
、
現
状
の
「
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
方
式
」
を
「
戸
別
収
集
方
式
」

に
変
更
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

《
手
数
料
徴
収
方
法
》

　

美
観
面
、
衛
生
面
や
手
数
料
徴
収
の

容
易
性
の
観
点
か
ら
、
指
定
袋
の
販
売

に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。

《
ル
ー
ル
違
反
対
策
》

　

市
は
自
治
会
や
廃
棄
物
減
量
等
推
進

員
等
と
も
連
携
し
、
市
民
に
対
し
て
十

分
に
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
ご
み
の

適
正
排
出
を
強
く
呼
び
か
け
る
必
要
が

あ
る
。

③
手
数
料
の
設
定

《
手
数
料
の
体
系
》

　

ご
み
排
出
量
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
減

量
へ
の
動
機
付
け
が
働
く
「
単
純
従
量

制
」
（
排
出
量
に
比
例
し
て
手
数
料
負

担
額
が
大
き
く
な
る
方
式
）
を
採
用
す

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

《
手
数
料
の
価
格
水
準
》

　

ご
み
減
量
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

に
、
排
出
者
が
あ
る
程
度
負
担
を
感
じ

る
程
度
の
価
格
水
準
と
す
る
必
要
が
あ

る
。

④
手
数
料
収
入
の
運
用
方
法

　

ご
み
有
料
化
の
実
施
に
伴
う
収
支
の

状
況
や
使
途
の
透
明
性
が
確
保
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。

　

有
料
化
の
目
的
を
踏
ま
え
る
と
、
収

益
の
使
途
は
「
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
」
に
係
る
施
策
の
経
費
と
し

て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

⑤
市
民
へ
の
普
及
啓
発

　

有
料
化
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
の
理
解
を
得
る
た
め
の
十
分
な
啓

発
、
周
知
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

市
は
、
説
明
会
や
意
見
交
換
会
を
で
き

る
限
り
多
く
開
催
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑥
有
料
化
と
併
せ
て
取
組
む
べ
き
施
策

　

有
料
化
に
よ
る
ご
み
の
減
量
効
果
を

継
続
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

有
料
化
実
施
の
前
後
の
年
を
「
（
仮

称
）
ご
み
年
」
と
し
て
定
め
、
ご
み
問

題
全
般
に
対
す
る
関
心
・
理
解
を
深
め

る
等
様
々
な
ご
み
減
量
施
策
を
総
合
的

に
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

《
分
別
の
徹
底
》

　

有
料
化
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

は
今
ま
で
以
上
に
分
別
の
徹
底
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

《
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
化
》

　

「
容
器
包
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
は
早
急
に
、
「
そ

の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は
低
コ
ス
ト

の
資
源
化
技
術
の
確
立
後
、
市
に
よ
る

分
別
収
集
・
資
源
化
を
行
う
こ
と
が
望

ま
し
い
。

《
生
ご
み
の
資
源
化
》

　

従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た
各
家
庭
で

の
生
ご
み
の
堆
肥
化
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
を

促
進
す
る
な
ど
の
施
策
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

《
そ
の
他
の
施
策
》

　

有
料
化
と
併
せ
て
市
民
・
事
業
者
に

よ
る
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取

り
組
み
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
市
は
市
民
・
事
業
者
に
よ
る
取

り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
を
計

画
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

◇

　

審
議
会
で
は
今
後
実
施
さ
れ
る
「
市

　

答
申
（
案
）
に
対
し
、
広
く
市
民

・
事
業
者
等
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
、
最
終
答

申
を
作
成
す
る
際
の
検
討
材
料
と
す

る
た
め
に
、
答
申
（
案
）
全
文
の
公

表
と
ご
意
見
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

○
答
申
（
案
）
全
文
の
公
表

　

１
月　

日
〜
２
月　

日
の
間
、

２１

１０

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/

/
w
w
w
.c
ity
.m
a
c
h
id
a
.to

k
y
o
.jp
/

）
へ
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
公
共
施
設
（
環
境
総
務
課
、

市
政
情
報
や
ま
び
こ
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
）
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

○
ご
意
見
の
募
集

　

１
月　

日
〜
２
月　

日
の
間
、
郵

２１

１０

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〒　

－

０
２
０
２
、

１９４

下
小
山
田
町
３
１
６
０
、
環
境
総
務

課
6
７
９
７
・
５
３
７
４
）
、
町
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
意
見
募
集
用

電
子
メ
ー
ル
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
ご
意
見
募
集
に
関
す
る
詳
細

な
事
項
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
町
田
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
環
境
総
務
課
（
11
７
９
７
・
０
５

３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

答
申
（
案
）
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取

と
、
ご
み
有
料
化
に
関
す
る
情
報
の
提

供
を
目
的
と
し
て
、
審
議
会
主
催
に
よ

る
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま

す
。
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

１
月　

日
（
日
）
午
後
１
時

２５

　

分
〜
４
時　

分

３０

１５

○
場
所　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館　

７
階

ホ
ー
ル

○
定
員　

１
５
４
人
（
先
着
順
）

○
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
基
調
講
演
（
審
議
会
会
長
＝
東
洋
大

学
経
済
学
部
教
授　

山
谷
修
作
氏
）

・
有
料
化
実
施
自
治
体
市
民
の
体
験
談

・
答
申
（
案
）
の
説
明

・
答
申
（
案
）
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取

１.
町
田
市
の
ご
み
処
理
の
現
状

　

野
菜
や
果
物
な
ど
に
基
準
値
を
超
え

る
残
留
農
薬
が
検
出
さ
れ
た
等
の
ニ
ュ

ー
ス
が
時
折
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
、

市
内
の
店
頭
に
並
ん
で
い
る
食
品
か
ら

数
点
に
つ
い
て
農
薬
の
違
法

な
使
用
が
さ
れ
て
な
い
か
を

消
費
者
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
季
節
を
知
る
味

と
し
て
親
し
ま
れ
、
表
皮
が

薄
い
な
ど
デ
リ
ケ
ー
ト
で
外

的
影
響
を
受
け
や
す
い
「
モ

モ
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

店
舗
種
別
で
４
店
（
デ
パ
ー

ト
、
ス
ー
パ
ー
、
小
売
店
、

自
然
食
品
の
店
）
か
ら
１
点

づ
つ
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
）

購
入
し
残
留
農
薬
の
有
無
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。
検
査

す
る
農
薬
に
つ
い
て
は
、
検

出
例
や
比
較
的
使
用
さ
れ
て

い
る
と
推
察
さ
れ
る
農
薬
か

ら
３
種
（
ク
ロ
ロ
タ
ロ
ニ

ル
、
イ
プ
ロ
ジ
オ
ン
、
プ
ロ
シ
ミ
ド

ン
）
を
選
び
「
財
団
法
人　

日
本
食
品

分
析
セ
ン
タ
ー
多
摩
研
究
所
」
に
分
析

を
依
頼
し
ま
し
た
。
結
果
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
サ
ン
プ
ル
Ｃ
か
ら
イ
プ
ロ

ジ
オ
ン
０
・　

ｐ
ｐ
ｍ
が
検
出
さ
れ
ま

０９

し
た
が
、
食
品
衛
生
法
の
残
留
基
準
値

（　

ｐ
ｐ
ｍ
以
下
）
を
大
幅
に
下
回
る

１０
も
の
で
し
た
。
３
種
以
外
の
農
薬
に
つ

い
て
は
検
査
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
今
後
も
�
食

の
安
全
�
を
守
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

□問
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
11
７
２
５
・
８

８
０
５

　

広
報　

月　

日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

１０

２１

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ラ
グ
ナ
州
に
贈
呈
さ
れ

た
消
防
車
両
が
現
地
に
無
事
到
着
し
、

昨
年　

月　

日
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

１１

２８

し
た
。
こ
の
事
業
は
ロ
ー
タ
リ
ー
日
比

友
好
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、

昨
年
度
か
ら
寄
贈
し
て
き
た
消
防
車
両

は
本
年
度
で
合
計　

台
に
な
り
ま
し

１７

た
。

　

こ
の
う
ち
東
京
町
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
か
ら
２
台
、
東
京
町
田
サ
ル
ビ
ア

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
は
２
台
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
贈
呈
式
は
ラ
グ

ナ
州
知
事
も
出
席
し
て
行
わ
れ
、
東
京

町
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
関

係
者
多
数
が
出
席
し
ま
し
た
。

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
も
踏
ま
え
て
、
更
に
検
討
を
行
い
、

３
月
に
は
答
申
す
る
予
定
で
す
。

□問
 

商
工
観
光
課
11
７
２
４
・
２
１
２
９

フ
ィ
リ
ピ
ン
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
に

消
防
車
両
を
贈
呈

消
防
車
両
を
贈
呈

２.
ご
み
減
量
の
手
段
と
し
て
の

有
料
化
の
必
要
性

３.
望
ま
し
い
有
料
化
の
制
度
内
容

モモ

モモ

のの

残残

留留

農農
薬薬
試試
験験
結結
果果

□□問問
環環
境境
総総
務務
課課
11
７７
９９
７７
・・
００
５５
３３
００

＊
＊

＊＊

ご
意
見
・
ご
要
望
を

ご
意
見
・
ご
要
望
を

お

寄

せ

下

さ

い

お

寄

せ

下

さ

い


